
（1） く ま の の み や 令和５年４月

四
月
十
三
日
は
御
櫛
祭
で
す
。
こ
の

祭
典
は
本
殿
の
熊
野
大
神
の
ス
サ
ノ
オ
ノ

ミ
コ
ト
か
ら
隣
接
す
る
摂
社
・ 

稲
田
神

社
の
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
へ
結
納
の
シ
ル
シ
と
し

て
御
櫛
を
献
上
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
祭
り
の
歴
史
を
調
べ
て
み
ま
す

と
、祭
典
日
は
明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）

の
「
小
祭
日
改
定
御
届
」（『
重
要
書

類
綴
』）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
か
ら
四
月

十
三
日
に
奉
仕
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。
明
治
四
十
二
年
以
前
は
明
治

二
年
（
一八
六
九
）の
「
年
中
祭
日
」（『
祭

事
文
書
写
』）
に
御
櫛
祭
の
名
称
の
初
見

が
あ
り
、
以
降
十
一
月
十
三
日
の
斎
行
で

し
た
。
祭
典
の
内
容
と
し
て
は
、
詳
細

は
不
明
で
す
が
、
今
述
べ
た
明
治
二
年
の

「
年
中
祭
日
」
に
は
、
御
櫛
祭
奉
仕
日

に
「
売
人
小
櫛
売
買
市
□
□
」
と
記
載

が
あ
り
、
こ
の
頃
に
境
内
付
近
で
は
“
櫛

の
市
”
が
立
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
と

共
に
、
そ
の
あ
た
り
か
ら
祭
典
で
櫛
を

扱
っ
て
い
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
御
櫛
祭
の
十
一

月
十
三
日
の
祭
日
で
す
が
、
そ
れ
以
前

の
江
戸
期
は
、
祭
神
の
熊
野
大
神
の
具

体
名
の
一つ
の
櫛
御
気
野
命
、
こ
の
神
自

身
の
祭
典
で
あ
る
櫛
御
気
野
命
祭
が
奉

仕
さ
れ
て
い
ま
し
た
（「
年
中
祭
日
」『
宝

暦
十
四
年
熊
野
大
社
井
二
村
中
諸
末
社

荒
神
指
出
張
』《
一
七
六
四
》）。
こ
の
祭

典
は
毎
年
収
穫
し
た
新
穀
を
神
々
に
お

供
え
し
感
謝
す
る
十
一
月
の
中な

か
の
う
の
ひ

卯
日
に

奉
仕
の
重
機
・
新
嘗
祭
を
直
前
に
し
て
、

食
物
神
で
当
社
祭
神
の
櫛
御
気
野
命
の

御
名
を
冠
し
斎
行
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
祭
神
の
ミ
チ
カ
ラ
を
称
え
る
祭
典
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
一
方
、
明
治
四
十
三
年
か
ら
十
一

月
十
三
日
は
、
そ
れ
ま
で
十
二
月
の
祭

典
期
日
だ
っ
た
同
じ
熊
野
大
神
の
「
人
々

に
狩
猟
の
術
を
教
示
し
た
」
と
い
う
神

徳
伝
承
に
基
づ
く
当
社
古
伝
祭
の
御
狩

祭
が
斎
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
（『
熊
野

大
社
誌
「
祭
典
の
巻
」』
明
治
四
十
五

年
）、
こ
の
日
の
こ
の
祭
典
は
平
成
初
期

ま
で
続
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
当
社
で
は
過
去

に
於
い
て
神
徳
表
現
の
違
い
は
別
と
し
て

熊
野
大
神
自
身
の
祭
典
が
十
一
月
十
三

日
の
奉
仕
日
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
の

祭
典
は
い
ず
れ
も
熊
野
大
神
の
ミ
チ
カ

ラ
を
称
賛
す
る
も
の
だ
っ
た
よ
う
に
思
え

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
十
一
月
十
三
日
の
祭

典
の
起
源
は
以
上
の
こ
と
か
ら
、
宝
暦

十
四
年
資
料
の
櫛
御
気
野
命
祭
が
最
古

の
も
の
と
い
え
ま
す
が
、
更
に
こ
の
祭
典

は
延
宝
二
年
（
一六
七
四
）
の
『
洪
北
試

筆
抄
』
に
も
見
え
、
そ
こ
ま
で
遡
ら
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
十
一
月
十
三
日
の
祭
典

の
歴
史
変
遷
を
考
え
ま
す
と
、
原
初
の

祭
典
は
、
お
そ
ら
く
新
嘗
祭
と
共
に
長

い
間
在
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
櫛
御
気
野

命
祭
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て

十
一
月
十
三
日
は
、
当
社
の
熊
野
大
神
を

敬
仰
し
、
そ
の
神
徳
を
様
々
に
称
え
て
繋

い
だ
御
祭
神
自
身
の
祭
典
日
だ
っ
た
と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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令和５年４月 く ま の の み や （2） 

ご
祈
念
の
ご
案
内

　

生
命
を
与
え
て
下
さ
っ
て
日
々
ご
守

護
を
戴
い
て
い
る
大
神
さ
ま
へ
感
謝
の

心
を
さ
さ
げ
、
更
に
新
し
い
生
命
力
・

御
霊
力
を
戴
き
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
て
い
く
現
代
社
会
を
心
惑
う
こ
と
な

く
正
し
く
生
き
ぬ
い
て
い
く
こ
と
が
出

来
ま
す
よ
う
に
、
春
の
お
お
み
ま
つ
り

に
ご
祈
念
の
お
取
次
ぎ
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
お
申
込
み
下
さ
い
。

　

（
一
つ
の
願
い
ご
と
に
つ
き
五
、
〇

　
　

〇
〇
円
以
上
で
す
）

一
、
願
い
ご
と

　
　

家
内
安
全
。
商
売
繁
昌
。
良
縁
。

　
　

会
社
発
展
。
従
業
員
安
全
。
厄
除
。

　
　

交
通
安
全
。
五
穀
豊
穣
。
安
産
。

病
気
平
癒
。
進
学
成
就
。
諸
願
成

就
。
海
上
安
全
。
大
漁
満
足
。
そ

の
他
ご
希
望
の
願
い
ご
と
。

一
、
ご
祈
念
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
同

封
の
振
替
用
紙
に
、
ご
住
所
、
ご

氏
名
、
ご
年
令
、
ご
祈
念
料
を
明

記
し
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

一
、
ご
祈
念
を
し
た
お
守
は
お
送
り
い

た
し
ま
す
。
又
ご
参
拝
の
際
は
受

付
所
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

尚
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
又
ご
希
望

の
日
、
何
時
で
も
受
付
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
当
社
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

一
、
ご
祈
念
料
　
伍
千
円
以
上

春
の
み
ま
つ
り
・
御
櫛
祭
四
月
十
三
日（
木
曜
日
）午
前
十
時
。
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　このお祭は素戔嗚尊が簸の河上で八岐大蛇を退治された後に、櫛稲田姫にご結
婚に先立ち、結納として御櫛を渡されたという故事にちなんだお祭りです。本殿
に御櫛を供え置き、祝詞を奏上したあとにその御櫛を稲田神社 にお供えします。
祭典でお供えされた八個の御櫛は福引で参拝者にお頒かち致します。

御 櫛 祭

　素戔嗚尊が住民に米作りを教えられたという故事にちなんで地元の中学生の女
生徒たちが早乙女となり、御田植神事を行います。菅笠に絣の着物をまとい、
赤たすきをかけて笛や太鼓にあわせて田植歌を歌いながら苗に見立てた松葉を
植えて豊作を祈ります。 

御田植神事

美月波利哉社中
　演目　長唄　　松の緑
　　　　長唄　　手習子
　　　　義太夫　万歳　　　他

神 賑 ―舞踊奉納―

　御櫛祭終了時と御田植神事
終了時の２回
舞殿にて行い
ます。

もちまき

4月13日木
家族みんなでお参りしましょう
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状

況
が
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

の
中
、
午
前
十
一
時
よ
り
役
員
の
み
の

参
列
と
し
、
節
分
祭
厄
除
招
福
諸
願
成

就
祈
祷
祭
を
斎
行
し
た
。

　

参
拝
者
の
方
も
例
年
で
あ
れ
ば
賽
銭

箱
の
前
で
豆
を
撒
い
て
、
厄
除
け
無
病

息
災
を
祈
ら
れ
る
が
、
今
年
は
静
か
に

祈
ら
れ
て
い
た
。

　

恒
例
で
あ
っ
た
午
後
二
時
か
ら
の
豆

撒
き
神
事
は
残
念
な
が
ら
本
年
も
中
止

と
な
り
、
福
豆
は
境
内
で
の
配
布
と

な
っ
た
。

　

神
社
役
員
参
列
の
も
と
初
代
天
皇
の

神
武
天
皇
が
即
位
さ
れ
た
日
を
お
祝
い

す
る
お
祭
り
「
建
国
祭
」
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延
防
止
の
た
め
参
列

者
を
少
数
に
絞
っ
て
斎
行
さ
れ
た
。
修

祓
の
後
、
国
家
「
君
が
代
」
を
斉
唱
、

祝
詞
を
奏
上
の
後
、
国
の
誕
生
を
祝
し

「
紀
元
節
の
歌
」
を
奉
唱
し
た
。
そ
し

て
氏
子
会
長
が
玉
串
を
捧
げ
て
拝
礼
し
、

皇
室
の
弥
栄
、
国
家
の
繁
栄
、
国
民
の

幸
福
、
世
界
の
平
和
を
祈
り
万
歳
三
唱

を
し
て
祭
典
を
終
了
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
多
く
の
氏
子
の
方

に
ご
参
列
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
は

あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん

延
防
の
た
め
氏
子
会
役
員
の
み
の
参
列

の
も
と
祈
年
祭
を
斎
行
し
た
。

　

参
列
者
を
清
め
た
後
、
今
年
の
五
穀

豊
穣
、
諸
産
業
の
発
展
、
皇
室
の
弥
栄
、

国
家
の
繁
栄
、
国
民
の
幸
福
を
祈
っ
た

祝
詞
を
奏
上
し
、
氏
子
会
会
長
の
玉
串

拝
礼
が
行
わ
れ
祭
典
を
終
了
し
た
。

四
月　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
三
日　

御
櫛
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

　

二
十
九
日　

長
寿
祭

五
月　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

　

二
十
八
日　

元
宮
祭

六
月　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

　
　

三
十
日　

夏
越
祭
（
大
祓
）

七
月　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

八
月　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

　
　

二
十
日
予
定

　
　
　
　
　
　

熊
野
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

九
月　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

四
・
五
・
六
・
七
・
八
・
九
月
の

お
ま
つ
り
の
日

春
の
お
お
み
ま
つ
り
で
す
。
午
前
十

時
よ
り
斎
行
。

茅
の
輪
神
事
と
も
申
し
、
茅
で
作
っ

た
大
き
な
輪
が
隨
神
門
に
立
ち
ま
す
。

こ
れ
を
く
ぐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
身

の
“
け
が
れ
”“
わ
ざ
わ
い
”
が
祓
い

除
か
れ
て
健
康
で
幸
福
な
日
々
を
お

く
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
お
誘
い
合

せ
の
上
ご
参
拝
下
さ
い
。

節

分

祭

建

国

祭

祈

年

祭

二
月
三
日

二
月
十
一
日 

午
前
十
時

二
月
十
七
日 

午
前
十
時
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天
長
祭
が
氏
子
会
役
員
の
皆
さ
ん
の

参
列
の
も
と
斎
行
さ
れ
た
。

　

参
列
者
を
清
め
た
後
国
歌
「
君
が

代
」
を
斉
唱
、
祝
詞
を
奏
上
し
氏
子
会

会
長
が
玉
串
拝
礼
を
行
っ
て
天
皇
陛
下

の
御
誕
生
の
日
を
祝
い
、
天
皇
陛
下
の

健
康
長
寿
を
願
う
と
と
も
に
皇
室
の
弥

栄
、
国
家
の
繁
栄
、
国
民
の
幸
福
、
世

界
の
平
和
を
祈
り
万
歳
三
唱
を
し
て
祭

典
を
終
了
し
た
。

　

野
生
鳥
獣
の
狩
猟
期
の
終
了
を
受
け

て
島
根
県
猟
友
会
会
長
細
田
信
男
氏
を

は
じ
め
県
内
各
地
よ
り
猟
友
会
会
員
が

参
列
さ
れ
、
厳
か
に
奉
仕
さ
れ
た
。

　

大
麻
で
参
列
者
を
祓
い
清
め
た
後
参

列
者
全
員
で
国
歌
「
君
が
代
」
を
斉
唱

し
、
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
た
後
、
参

列
さ
れ
た
方
々
が
大
前
に
玉
串
を
捧
げ

て
大
神
さ
ま
の
ご
守
護
に
よ
っ
て
今
期

も
無
事
に
猟
期
が
終
了
し
た
こ
と
に
感

謝
を
表
し
、
鳥
獣
の
霊
を
慰
め
五
穀
の

豊
穣
を
も
祈
っ
た
。

　

残
念
な
が
ら
本
年
も
祭
典
終
了
後
の

直
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
会
食
を
取
り
や
め
、

お
直
会
と
し
て
「
兎
ご
は
ん
」
を
お
渡

し
し
た
。

　

暖
か
な
日
差
し
で
多
く
の
方
が
参
拝

さ
れ
、
カ
メ
ラ
を
構
え
る
中
、
熊
野
大

社
の
自
警
団
で
あ
る
「
天
狗
の
会
」
の

皆
さ
ん
が
恒
例
の
防
火
訓
練
を
行
っ
た
。

　

消
火
設
備
の
点
検
の
後
、
境
内
と
意

宇
川
に
お
い
て
ポ
ン
プ
の
操
作
手
順
の

確
認
と
機
械
動
作
の
確
認
を
兼
ね
た
放

水
訓
練
を
行
っ
た
。

　

本
年
も
地
元
の
消
防
団
で
あ
る
松
江

消
防
熊
野
分
団
熊
中
班
が
参
加
し
て
、

合
同
で
の
防
火
訓
練
と
な
っ
た
。

　

こ
の
訓
練
は
毎
年
、
文
化
財
防
火

デ
ー
に
近
い
日
曜
日
に
行
っ
て
い
る
。

熊
野
大
社
崇
敬
会

入
会
の
お
す
す
め

　

熊
野
大
神
の
御
神
徳
を
奉
戴
し
、

敬
神
崇
祖
の
誠
を
致
し
健
全
な
る

国
民
精
神
の
高
揚
に
努
め
広
く
国

家
社
会
の
繁
栄
に
寄
与
す
る
を
目

的
と
し
、
そ
の
達
成
の
た
め

①
熊
野
大
神
の
御
神
徳
発
揚
の

為
祭
典
、
神
事
、
行
事
及
び

諸
建
宇
整
備
と
保
持
に
奉
賛
。

②
会
員
相
互
の
親
睦
を
計
る
為

機
関
紙
を
発
行
。

③
必
要
と
す
る
事
業
を
行
う
。

一
、
会
費

個
人
会
費（
年
額
）参
千
円
以
上

団
体
会
費（
年
額
）五
千
円
以
上

一
、
待
遇

イ
会
員
誕
生
日
は
健
康
と
繁
栄

和
楽
を
祈
願
、
日
供
祭
は
全

会
員
の
安
寧
を
祈
願
し
ま
す
。

ロ
春
秋
大
祭
に
ご
案
内
し
ま
す
。

ハ
新
春
神
迎
の「
御
神
符
」「
干

支
の
絵
馬
」を
お
届
け
し
ま

す
。

ニ
会
員
章
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

熊
野
大
神
さ
ま
か
ら
幸
福
の
ご

縁
が
戴
か
れ
ま
す
よ
う
ご
入
会
の

ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
知
り
合
い
の
方
々
へ
の
ご
勧

誘
を
も
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

天

長

祭

御
狩
感
謝
祭

防

火

訓

練

三
月
二
十
六
日 

午
後
二
時

二
月
二
十
三
日 

午
前
十
時

一
月
二
十
二
日 

午
後
二
時



令和５年４月 く ま の の み や （6） 

昨
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
ま
だ
は
が
ず
ゐ
る
使
は
ぬ
部
屋
に
時
は
止
ま
り
て

深
深
と
雪
降
る
タ
ベ
急
須
よ
り
注
ぐ
煎
茶
の
音
の
み
聞
こ
ゆ 

落
す
か
も
そ
ん
な
予
感
に
は
め
て
出
し
コ
ー
ヒ
ー
色
の
手
袋
は
何
処
に

何
処
で
生
れ
し
か
紋
白
蝶
わ
れ
の
手
に
触
れ
て
飛
び
去
る
影
の
や
さ
し
さ

積
雪
あ
り
土
日
も
あ
り
て
友
の
文
つ
か
れ
て
届
く
十
日
を
か
け
て

雪
が
消
え
畑
一
面
の
青
き
星
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
し
た
た
か
に
咲
く

木
芽
月
小
草
生
月
雪
消
月
二
月
氷
雨
の
降
り
み
ふ
ら
ず
み

酒
井 

悦
子

土
井 

郁
子 

 

福
島 

伸
子

安
部 
洋
子 

安
部 

歌
子

日
野 

和
久 

弘
井 

文
子 

松
江
短
歌
の
会

献
　
　
　
詠

渡
部　
　

美
來
さ
ん

三
島　
　

愛
海
さ
ん

白
鹿　

こ
ま
ち
さ
ん

小
松
原
明
日
名
さ
ん

神
庭　
　

夏
希
さ
ん

松
本　
　

史
帆
さ
ん

糸
原　
　

叶
望
さ
ん

藤
田　
　

羽
夏
さ
ん

安
達　
　

楓
梨
さ
ん

橘　
　
　

咲
穂
さ
ん

岩
田　
　

潤
奈
さ
ん

森
本　
　

凛
夏
さ
ん

幣　

舞
小
学
四
年
生

　
　

〃　
　

小
学
五
年
生

　
　

〃　
　
　

小
学
六
年
生

　
　

〃　
　

浦
安
の
舞

中
学
一
年
生

　
　

〃　
　

中
学
二
年
生

　
　

〃　
　

中
学
三
年
生

　
　

〃　
　

　

伶
人
、
舞
講
師
、
小
学
生
巫
女
、
中

学
生
巫
女
、
巫
女
父
兄
が
参
列
し
て
入

学
卒
業
、
進
級
が
あ
る
こ
の
時
期
、
毎

年
恒
例
の
巫
女
交
代
祭
を
斎
行
し
た
。

　

修
祓
、
祝
詞
奏
上
に
続
い
て
退
任
の

小
学
生
巫
女
の
藤
田
羽
夏
さ
ん
と
糸
原

叶
望
さ
ん
は
「
幣
舞
」
を
、
中
学
生
巫

　

こ
の
祭
は
、
当
氏
子
会
の
事
業
と
し

て
氏
子
中
の
中
学
二
年
生
を
対
象
に
行

い
、
昔
の
元
服
の
年
齢
に
達
し
た
こ
と

を
祝
い
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
、

世
の
た
め
人
の
た
め
に
働
く
よ
う
に

し
っ
か
り
と
し
た
志
を
立
て
て
も
ら
う

趣
旨
で
行
っ
て
い
る
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
記
念
旅
行
を
実
施

す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
今
年
も

中
止
と
な
り
、
祭
典
後
、
境
内
に
て
立

志
記
念
植
樹
を
行
っ
た
。

巫
女
交
代
祭

立
志
お
祝
い
の
ま
つ
り

三
月
二
十
一
日 

午
前
十
時

三
月
三
十
一
日 

午
後
三
時

女
の
桑
原
小
百
合
さ
ん
と
須
山
優
花
さ

ん
は
「
浦
安
の
舞
」
を
立
派
に
舞
い
納

め
た
。
退
任
の
巫
女
、
舞
妓
講
師
ら
が

玉
串
を
奉
奠
し
て
各
舞
が
そ
れ
ぞ
れ
に

真
心
を
こ
め
、
元
気
に
勤
め
あ
げ
る
こ

と
が
出
来
た
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
を

捧
げ
た
。

　

退
任
巫
女
に
感
謝
状
と
記
念
品
を
授

与
し
、
新
小
学
四
年
生
の
渡
部
美
來
さ

ん
と
三
島
愛
海
さ
ん
に
新
任
巫
女
の
辞

令
を
授
与
し
、
祭
典
を
終
了
し
た
。

　

四
月
よ
り
左
記
の
方
々
に
て
祭
典
時

の
巫
女
舞
を
奉
仕
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


